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⑴　

事
前
学
習
、
事
前
打
合
会
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前
年
度
（
平
成
二
四
年
度
）
と
の
「
比
較
」

　

⑵　

出
前
授
業
の
概
要

三　

ジ
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ニ
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ル
岡
山
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第
九
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ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
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山
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企
画
・
作
業
の
概
要

　

⑵　

「
著
作
権
」
に
つ
い
て
考
え
る

四　

む
す
び

　

⑴　

平
成
二
五
年
度
・
出
前
授
業
に
つ
い
て

　

⑵　

第
九
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

一　

は
じ
め
に

　

学
習
指
導
要
領
は
、
こ
れ
ま
で
約
一
〇
年
ご
と
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
改
訂
は
、
改
正
教
育
基
本
法
の
理
念
に
基
づ
く
改

訂
で
あ
り
、
法
教
育
の
充
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。
社
会
科
関
係
に
お
い
て
、
国
会
と
内
閣
と
裁
判
所
の
三
権
の
相
互
の
関
連
、
国
民
の

司
法
参
加
に
つ
い
て
扱
う
こ
と
が
新
た
に
明
示
さ
れ
て
い
る
（
小
学
校
学
習
指
導
要
領
）。
現
代
社
会
を
と
ら
え
る
見
方
や
考
え
方
の
基
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礎
と
し
て
、
対
立
と
合
意
、
効
率
と
公
正
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
契
約
の
重
要
性
や
そ
れ
を
守

る
こ
と
の
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
（
中
学
校
学
習
指
導
要
領
）。
ま
た
、
現
代
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
を
扱
う
中
で
、
社
会
の
あ
り
方
を

考
察
す
る
基
盤
と
し
て
、
幸
福
、
正
義
、
公
正
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
現
代
社
会
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
い
か
に

生
き
る
か
を
主
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
覚
さ
せ
る
。
現
代
社
会
に
つ
い
て
、
倫
理
、
社
会
、
文
化
、
政
治
、
法
、
経
済
、

国
際
社
会
な
ど
を
多
様
な
角
度
か
ら
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
己
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
、
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て
の
あ

り
方
生
き
方
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
と
す
る
（
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
）。
な
お
、
道
徳
関
係
、
特
別
活
動
関
係
に
お
い
て
も
同
様
の

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る

（
１
）。

　

岡
山
に
お
い
て
も
、
法
教
育
に
関
連
す
る
試
み
が
積
み
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る

（
２
）。

平
成
二
五
年
度
に
お
い
て
も
、
出
前
授
業
、
ジ
ュ
ニ

ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
等

（
３
）、

複
数
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ら
の
試
み
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ

と
に
す
る
。

（
１
）　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
東
京
書
籍
、
平
二
〇
）
三
四
頁
以
下
、
文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
・
平
成
二
〇
年
三
月

告
示
』（
東
京
書
籍
、
平
二
〇
）、
文
部
科
学
省
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
・
平
成
二
〇
年
三
月
告
示
』（
東
山
書
房
、
平
二
〇
）
四
一
頁
以
下
、
文

部
科
学
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
・
平
成
二
一
年
三
月
告
示
』（
東
山
書
房
、
平
二
一
）
四
七
頁
以
下
。
な
お
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
高
等
学

校
で
も
法
教
育
が
本
格
実
施
さ
れ
、
初
等
・
中
等
教
育
機
関
の
全
段
階
に
お
い
て
法
教
育
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
教
科
書
の
改
訂
・
検
定
等

の
関
係
で
、
指
導
要
領
の
告
示
後
、
そ
の
本
格
実
施
に
は
原
則
三
年
ほ
ど
を
要
す
る
と
さ
れ
る
）。

（
２
）　

平
成
二
〇
年
度
〜
平
成
二
四
年
度
に
お
け
る
岡
山
で
の
試
み
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
法
教
育
に
関
す
る
一
試
み
と
分
析

―
新
教
育
課

程
に
お
け
る
法
教
育
・
岡
山
で
の
試
み

―
」
岡
法
五
九
巻
三
＝
四
号
一
四
三
頁
（
平
成
二
二
）、
同
「『
法
教
育
』
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）
〜

（
四
）」
岡
法
六
一
巻
一
号
七
七
頁
、
六
一
巻
四
号
七
七
頁
、
六
二
巻
三
号
一
頁
（
平
二
三
〜
二
五
）、
矢
吹
香
月
「
法
教
育
実
践
に
お
け
る
専
門
家

と
教
師
の
連
携
の
在
り
方

―
岡
山
に
お
け
る
法
教
育
実
践
例
か
ら
考
え
る
」
法
と
教
育
Vol.
２　

五
七
頁(

平
二
四)

。

（
３
）　

「
社
会
科
公
民
科
法
教
育
（
法
に
関
す
る
学
習
）
セ
ミ
ナ
ー
」（
岡
山
弁
護
士
会
・
岡
山
地
方
裁
判
所
・
岡
山
地
方
検
察
庁
：
主
催
、
岡
山
県
教

育
委
員
会
・
岡
山
市
教
育
委
員
会
・
岡
山
大
学
法
学
部
：
後
援
）（
於
：
岡
山
弁
護
士
会
館
）（
平
成
二
五
年
八
月
八
日
開
催
）、「
法
と
教
育
学
会
」
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第
四
回
学
術
大
会
・
分
科
会
報
告
（「
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
岡
山
」「
法
教
育
授
業
」
に
つ
い
て
）（
平
成
二
五
年
九
月
一
日
・
武
蔵
野
大
学
有

明
キ
ャ
ン
パ
ス
）。

二　

出
前
授
業

―
「
治
療
費
は
誰
が
支
払
う
の
？
」

　

Ｎ
Ｓ
中
学
校
で
は
、
中
学
三
年
生
社
会
科
公
民
的
分
野
の
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
法
律
・
憲
法
に
つ
い
て
の
社
会
的

視
野
を
養
わ
せ
る
機
会
と
し
て
、
法
教
育
に
関
す
る
特
別
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
二
五
年
度
も
前
年
度
に
続
い
て
、
中
学
三
年

生
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
た
（
平
成
二
五
年
九
月
二
日
（
二
ク
ラ
ス
）、
同
年
九
月
三
日
（
一
ク
ラ
ス
））。
特
別
授
業
の
参
加
者
は
、
岡
山
大

学
法
学
部
教
員
三
名
・
法
科
大
学
院
教
員
一
名
、
弁
護
士
四
名
（
岡
山
弁
護
士
会
）、
岡
山
大
学
法
学
部
生
一
四
名
で
あ
る
。
今
年
度
は

二
つ
の
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
（
①
第
１
日
目
：「
治
療
費
は
誰
が
支
払
う
の
？
」、
②
第
二
日
目
：「
死
刑
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」）。

⑴　

事
前
学
習
、
事
前
打
合
会

―
前
年
度
（
平
成
二
四
年
度
）
と
の
「
比
較
」

　

「
事
前
学
習
」
の
実
施　
　
　

Ｎ
Ｓ
中
学
校
の
教
諭
・
生
徒
間
に
お
い
て
、
出
前
授
業
の
準
備
作
業
と
し
て
事
前
学
習
が
行
わ
れ
て

い
る
。
学
習
内
容
は
、
中
学
校
教
科
書
に
基
づ
い
て
、「
司
法
と
裁
判
所
」「
民
事
手
続
き
」
に
関
す
る
知
識
・
制
度
理
解
で
あ
る
。
事

前
学
習
を
通
じ
て
、
議
論
の
前
提
と
な
る
基
本
的
知
識
の
整
理
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

「
事
前
打
合
会
」
の
実
施　
　
　

教
材
作
成
担
当
の
教
員
・
学
生
を
中
心
に
、
出
前
授
業
の
参
加
教
員
等
も
加
わ
っ
て
、
教
材
や
授

業
の
進
め
方
に
つ
い
て
事
前
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。
本
年
度
の
出
前
授
業
も
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
演
劇
方
式
を
と
り
、
シ
ナ

リ
オ
は
生
徒
に
配
布
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
授
業
で
は
、
話
し
合
い
に
よ
る
公
正
な
問
題
解
決
（
い
わ
ゆ
る
示
談
）
を
目
的
と
し
、
法

解
釈
に
は
立
ち
入
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
な
お
、
前
年
度
の
出
前
授
業
に
お
け
る
実
績
を
ふ
ま
え
て
、
生
徒
の
自
主
的
な
思
考
を
尊
重
す
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る
こ
と
、
各
班
に
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
が
付
く
こ
と
、
教
員
・
弁
護
士
は
近
く
で
待
機
し
支
援
す
る
こ
と
、
質
問
が
あ
れ
ば
答
え
る
こ

と
と
さ
れ
た
。

⑵　

出
前
授
業
の
概
要

　

治
療
費
の
分
担
を
め
ぐ
る
問
題
（
テ
ー
マ
①
）
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
怪
我
を
す
る
事
故
に
関
与
し
た
人
た
ち
が
各
々
の
責
任
の

重
さ
に
応
じ
て
ど
の
よ
う
に
損
害
（
治
療
費
）
を
分
担
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
、
話
し
合
い
に
よ
る
公
正
な
問
題
解
決
に
取
り
組
む

こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
（
教
材
作
成
者
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
生
徒
が
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た
か
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
を
交
え

た
生
徒
間
の
議
論
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、
事
前
学
習
に
よ
る
基
本
的
知
識
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
か
が
興
味
深
い
（
以
下

は
、
筆
者
が
参
加
し
た
ク
ラ
ス
（
平
成
二
五
年
九
月
二
日
（
一
三
：
五
五
―
一
五
：
三
五
））
の
状
況
）。

　

﹇
授
業
の
展
開
﹈

　

は
じ
め
に
、
教
材
作
成
担
当
の
教
員
・
学
生
か
ら
授
業
の
開
始
の
合
図
が
な
さ
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
個
人
用
・
班
用
）
の
配
布
の

後
、
個
人
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
設
問
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
部
分
に
「
線
」
を
引
く
よ
う
生
徒
に
指
示
が
な
さ
れ
た
。
生
徒
は
五
（
六
）

名
の
班
に
分
か
れ
（
計
七
班
）、
各
班
に
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
が
二
名
ず
つ
付
い
た
。
そ
の
後
、
責
任
の
分
担
を
め
ぐ
る
比
較
的
簡
単
な

説
明
用
の
事
例
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
（
ジ
ュ
ー
ス
が
不
注
意
に
よ
っ
て
こ
ぼ
れ
た
場
合
に
、
関
係
す
る
当
事
者
が
ジ
ュ
ー
ス
の
費
用
を
ど
の
よ

う
に
分
担
す
る
か
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
事
例
）（
一
三
：
五
五
―
一
四
：
〇
〇
）。

　

次
に
、
本
授
業
の
事
例
に
入
り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
学
生
に
よ
る
演
劇
が
な
さ
れ
た
（
以
下
は
、
シ
ナ
リ
オ
の
流
れ
の
概

要
）。
演
劇
は
、
中
学
三
年
生
の
Ａ
君
と
そ
の
友
人
Ｂ
君
・
Ｃ
君
が
出
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
三
人
は
、
Ｂ
君
の
提
案
で
港
に
出

か
け
た
。
Ｂ
君
は
母
親
か
ら
、「
港
は
立
ち
入
り
禁
止
で
す
よ
。」
と
忠
告
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
無
視
し
て
し
ま
っ
た
。
港
の
入
口

に
は
、
そ
の
忠
告
の
通
り
、
立
ち
入
り
禁
止
と
表
示
さ
れ
た
柵
が
あ
っ
た
。
そ
の
表
示
が
目
に
入
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
三
人
の
受
け

止
め
方
は
異
な
っ
た
。
Ａ
君
と
Ｂ
君
は
柵
を
乗
り
越
え
る
よ
う
に
誘
っ
た
が
、
Ｃ
君
は
躊
躇
し
続
け
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
、
柵
を
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乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
声
の
勢
い
が
ま
さ
り
、
Ｃ
君
も
乗
り
越
え
て
し
ま
っ
た
。
港
の
中
に
入
っ
た
三
人
は
、
防
波
堤
に
辿
り
着
い
た
。

そ
の
と
き
、「
防
波
堤
の
内
側
か
ら
飛
び
込
も
う
よ
。」
と
Ｂ
君
が
誘
っ
た
。
Ａ
君
は
そ
の
誘
い
に
応
じ
、
Ｃ
君
は
躊
躇
し
て
い
た
が
、

最
終
的
に
は
三
人
と
も
飛
び
込
み
、
一
時
間
ほ
ど
泳
ぎ
を
楽
し
ん
だ
（
そ
の
時
、
波
は
あ
っ
た
が
、
防
波
堤
の
内
側
で
は
引
き
戻
さ
れ
る
流

れ
が
あ
り
安
全
で
あ
っ
た
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
））。
そ
の
後
さ
ら
に
、「
防
波
堤
の
外
側
か
ら
飛
び
込
も
う
よ
。」
と
誘
う
声
を
Ａ
君
が
上
げ

た
（
防
波
堤
の
外
側
の
潮
の
流
れ
は
内
側
と
は
異
な
り
沖
に
流
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
））。
そ
の
時
、
Ｃ
君
が
飛
び
込
む
こ

と
を
躊
躇
し
た
た
め
、
Ｂ
君
が
「
び
び
り
」
と
か
ら
か
う
言
葉
を
浴
び
せ
た
。
つ
い
に
、
Ｃ
君
も
そ
の
誘
い
に
逆
ら
い
き
れ
ず
、
飛
び

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
泳
ぎ
が
苦
手
な
Ｃ
君
は
、
潮
に
流
さ
れ
大
量
に
水
を
飲
ん
で
、
溺
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
Ａ
君

は
、
泳
い
で
助
け
よ
う
と
し
た
（
Ｂ
君
は
助
け
を
呼
び
に
行
く
。）。
Ａ
君
と
Ｃ
君
は
防
波
堤
の
外
側
に
な
ん
と
か
辿
り
着
い
た
が
、
そ
の

時
大
波
が
押
し
寄
せ
、
Ｃ
君
は
足
を
骨
折
し
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ
君
の
足
の
治
療
に
は
、
五
〇
万
円
が
か
か
っ
た
。
Ｃ
君
か
ら
Ａ
君
と
Ｂ

君
に
対
し
て
治
療
費
の
請
求
が
な
さ
れ
た
の
が
、
本
件
の
事
例
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
生
徒
た
ち
は
、
演
劇
を
見
な
が
ら
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
と
双
方
向
の
問
い
か
け
を
繰
り
返
し
つ
つ
、「
個
人
用
」
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
記
入
す
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
個
人
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
物
語
に
は
「
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
」「
事
故
を
防

ぐ
よ
う
な
行
動
」
が
い
く
つ
か
あ
る
と
さ
れ
、
ま
ず
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
設
問
に
答
え
さ
せ
る
方
式
（
択
一
型
）

が
と
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
答
え
は
一
つ
と
は
限
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
設
問
：
①
そ
も
そ
も
最
初
に
飛
び
込
み
に
い
く
こ
と
を
提
案
し

た
の
は
誰
で
す
か
（
選
択
肢
：
Ａ
君
、
Ｂ
君
、
Ｃ
君
（
以
下
、
同
様
））、
②「
港
が
立
ち
入
り
禁
止
だ
っ
た
」
と
お
母
さ
ん
に
言
わ
れ
た
の
に
無
視

し
た
の
は
誰
で
す
か
、
③
柵
を
乗
り
越
え
る
よ
う
に
誘
っ
た
の
は
誰
で
す
か
、
④
防
波
堤
の
内
側
か
ら
飛
び
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
誰
で
す

か
（
傍
線
：
チ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
部
分
）、
⑤
Ｃ
君
を
防
波
堤
の
内
側
か
ら
飛
び
込
ま
せ
た
の
は
誰
で
す
か
、
⑥
防

波
堤
の
外
側
か
ら
飛
び
込
む
こ
と
を
提
案
し
た
の
は
誰
で
す
か
、
⑦
Ｃ
君
を
防
波
堤
の
外
側
か
ら
飛
び
込
ま
せ
た
の
は
誰
で
す
か
、
⑧
Ｃ
君
が
防

波
堤
の
外
側
か
ら
飛
び
込
む
こ
と
を
止
め
た
の
は
誰
で
す
か
、
⑨
Ｃ
君
が
溺
れ
た
と
き
助
け
よ
う
と
し
た
の
は
誰
で
す
か
、
⑩
怪
我
を
し
た
の
は
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誰
で
す
か
）（
一
四
：
〇
〇
―
一
四
：
二
〇
）。

　

次
に
、
以
上
の
作
業
に
よ
り
確
認
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
、
生
徒
た
ち
は
、「
班
用
」
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、「
事

故
に
つ
な
が
る
行
動
」「
事
故
を
防
ぐ
よ
う
な
行
動
」
に
つ
い
て
記
入
し
た
（
班
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
①
物
語
の
中
で
三
人
が
そ
れ
ぞ

れ
行
っ
た
「
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
」「
事
故
を
防
ぐ
よ
う
な
行
動
」
を
思
い
つ
く
か
ぎ
り
挙
げ
、
②
そ
れ
ら
の
行
動
の
中
で
、
一
番
重
要
と
思
わ

れ
る
行
動
に
◎
、
そ
れ
な
り
に
重
要
と
思
わ
れ
る
行
動
に
○
を
つ
け
、
③
◎
や
○
を
つ
け
た
行
動
を
参
考
に
し
て
、
Ｃ
君
の
治
療
費
の
分
担
額
を

決
め
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
指
示
が
あ
る
。）（
一
四
：
二
〇
―
一
四
：
五
〇
）。

　

さ
ら
に
、
生
徒
た
ち
は
、
治
療
費
の
分
担
額
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
と
協
力
し
て
、
班
の
意
見
を
ま
と
め
る
作

業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
各
班
の
代
表
者
か
ら
、
治
療
費
の
分
担
額
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。
発
表
さ
れ
た
治

療
費
の
分
担
額
は
、
班
に
よ
っ
て
異
同
が
見
ら
れ
た
（
一
五
・
五
万
円
（
Ａ
君
）：
一
七
万
円
（
Ｂ
君
）：
一
七
・
五
万
円
（
Ｃ
君
）（
一
班
）、

二
二
万
円
：
二
二
万
円
：
六
万
円
（
二
班
）、
一
五
万
円
：
一
五
万
円
：
二
〇
万
円
（
三
班
・
四
班
・
七
班
）、
一
〇
万
円
：
一
〇
万
円
：
三
〇
万

円
（
五
班
・
六
班
））。
ま
た
、
分
担
額
の
判
断
に
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
「
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
」「
事
故
を
防
ぐ
よ
う
な
行
動
」
に

つ
い
て
も
、
各
班
か
ら
意
見
が
発
表
さ
れ
、
多
様
な
内
容
と
な
っ
た
（
Ａ
君
：
Ｃ
君
を
飛
び
込
ま
せ
た
こ
と
（
一
・
三
・
七
班
）、
事
故
に
つ

な
が
る
行
動
が
Ｂ
君
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
（
二
班
）、
Ｂ
君
の
尻
馬
に
乗
っ
た
こ
と
（
五
班
）、
誘
っ
た
が
助
け
た
こ
と
（
四
・
六
班
）、
Ｂ

君
：
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
が
Ｃ
君
よ
り
少
な
い
こ
と
（
一
班
）、
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
が
Ａ
君
と
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
（
二
班
）、
母
の

忠
告
を
無
視
し
た
こ
と
（
三
・
五
班
）、「
び
び
り
」
と
言
っ
た
こ
と
（
七
班
）、
Ｃ
君
：
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
が
多
い
・
泳
ぎ
が
下
手
な
の
に
自

分
の
意
思
で
飛
び
込
ん
だ
・
メ
ン
タ
ル
の
弱
さ
・
自
業
自
得
で
あ
る
こ
と
（
一
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
班
）、
飛
び
込
ま
ざ
る
を
得
な
く
さ
れ
た

こ
と
（
四
万
円
減
額
）（
二
班
）、
が
挙
げ
ら
れ
た
）（
一
四
：
五
〇
―
一
五
：
二
五
）。

　

以
上
の
各
班
か
ら
の
意
見
発
表
を
受
け
て
、
全
体
の
ま
と
め
が
進
行
担
当
の
チ
ュ
―
タ
ー
の
学
生
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
（
一
五
：
二

五
―
一
五
：
三
〇
）。
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最
後
に
、
参
加
教
員
・
弁
護
士
か
ら
感
想
・
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
（
一
五
：
三
〇
―
一
五
：
三
五
）。

三　

ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
岡
山

⑴　

第
九
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
岡
山

―
企
画
・
作
業
の
概
要

　

法
教
育
に
関
係
す
る
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
が
あ
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
法
律
専
門
家

で
な
い
一
般
の
人
々
が
法
や
司
法
制
度
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
価
値
を
理
解
し
、
法
的
な
も
の
の
考
え
方
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
法
教
育
実
践
の
一
環
と
し
て
、
岡
山
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
以
降
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
第
九
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
岡
山
（
岡
山
弁
護
士
会
・
岡
山
大
学
法
学
部
：
共
催
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
・
岡
山
市
教
育
委
員
会
・
倉
敷
市
教
育
委
員
会
：
後
援
）（
平
成

二
五
年
一
一
月
九
日
開
催
：
岡
山
大
学
）
は
、「『
著
作
権
』
に
つ
い
て
考
え
る
」（
第
一
限
）
と
「
こ
れ
っ
て
『
強
盗
』
ｶ

―
刑
事
裁

判
に
触
れ
て
み
よ
う
」（
第
二
限
）
の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
（
参
加
者
は
岡
山
大
学
法
学
部
・
法
務
研
究
科
教
員
五
名
、
岡
山
弁
護
士
会
か

ら
弁
護
士
八
名
、
チ
ュ
ー
タ
ー
学
生
一
四
名
（
一
限
）・
七
名
（
二
限
）（
法
学
部
）、
中
高
生
三
〇
名
（
岡
山
県
の
公
私
立
校
：
計
・
高
校
五
校
、

中
学
校
四
校
）、
引
率
教
員
等
三
名)

。
以
下
で
は
そ
の
中
か
ら
、
第
一
限
の
企
画
を
中
心
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
な
お
、
教
材
の
原
案

は
弁
護
士
と
学
生
が
作
成
し
、
参
加
教
員
・
他
の
弁
護
士
・
学
生
を
交
え
て
検
討
会
お
よ
び
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
へ
の
事
前
説
明
会
が
な
さ
れ

た
。）。

⑵　

「
著
作
権
」
に
つ
い
て
考
え
る

　

生
徒
達
は
七
班
（
中
学
生
・
一
班
、
高
校
生
・
六
班
）
に
分
か
れ
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
事
例
を
通
じ
て
著
作
権
を
め
ぐ
る
身
近
な

問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
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﹇
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
﹈

　

配
布
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
著
作
権
に
関
す
る
複
数
の
事
例
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
例
を
基
に
し
て
、
著
作
権

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
基
本
か
ら
学
ん
で
い
く
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
（
な
お
、
進
行
に
応
じ
て
適
時
、
資
料
（
著
作
権
法
の
抜
粋
、
某

県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
利
用
の
手
引
き
、
ス
キ
ャ
ン
事
業
者
に
対
す
る
著
作
権
者
側
の
意
見
・
利
用
す
る
側
の
意
見
）
も
配
布

さ
れ
た
。）。

　

Ｉ　

﹇
ケ
ー
ス
１
﹈
は
、
高
校
生
Ａ
君
は
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
す
よ
い
短
歌
が
浮
か
ば
な
か
っ
た
た
め
、
友
人
Ｂ
君
の
考
え
た
短

歌
を
こ
っ
そ
り
と
用
紙
に
書
き
込
ん
で
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
（
シ
ナ
リ
オ
は

大
学
生
が
読
み
上
げ
・
以
下
同
様
。）。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
い
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｑ
１
：
あ
な
た
が
Ｂ
君
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
Ａ
君
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
か
を
考
え
記
し
な
さ
い
（
各
班
で
チ
ュ
ー

タ
ー
の
学
生
と
と
も
に
話
し
合
い
枠
内
に
記
入
（
約
五
分
））。
Ｑ
１
に
つ
い
て
、
司
会
進
行
役
（
教
材
作
成
担
当
弁
護
士
）
か
ら
意
見
発
表

を
求
め
ら
れ
た
二
つ
の
班
か
ら
、「
納
得
が
い
か
な
い
。」「
そ
の
場
に
い
た
者
の
盗
み
と
同
じ
行
為
で
す
。」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

　

Ｑ
２
：
①
著
作
権
法
で
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
も
の
は
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
場
合
で
あ
り
、
個
人

の
趣
味
で
作
成
さ
れ
る
文
章
な
ど
は
保
護
さ
れ
な
い
の
か
（
こ
こ
で
著
作
権
法
の
抜
粋
資
料
配
付
）。
②
Ａ
君
の
行
為
は
Ｂ
君
の
著
作
権
を

侵
害
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
Ｑ
３
：
著
作
権
の
あ
る
も
の
を
、
勝
手
に
コ
ピ
ー
し
て
販
売
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
多

く
の
人
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
し
た
と
き
、
刑
事
罰
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
か
。
Ｑ
２
・
Ｑ
３
（
択
一
式
）
に
つ
い
て
、
三
つ

の
班
か
ら
意
見
発
表
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
正
答
で
あ
っ
た
。

　

﹇
ケ
ー
ス
２
―
１
﹈
は
、
漫
画
家
志
望
の
高
校
生
Ｃ
君
が
「
ク
マ
」
を
主
人
公
と
す
る
漫
画
を
創
作
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
こ

の
事
例
に
つ
い
て
、

　

Ｑ
４
：
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る
の
は
文
章
・
言
葉
で
あ
り
、
純
粋
な
図
面
や
イ
ラ
ス
ト
自
体
は
保
護
さ
れ
な
い
の
か
。
各
班
で
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チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
と
議
論
し
た
後
、
意
見
発
表
を
求
め
ら
れ
た
一
つ
の
班
か
ら
、
正
し
い
回
答
が
な
さ
れ
た
。

　

﹇
ケ
ー
ス
２
―
２
﹈
は
、
Ｃ
君
の
漫
画
の
主
人
公
が
あ
る
県
の
有
名
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
（
モ
ノ
ク
ロ

図
表
付
き
）。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
、

　

Ｑ
５
：
①
Ｃ
君
が
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
入
り
の
漫
画
を
同
好
会
の
仲
間
や
家
族
に
見
せ
た
場
合
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
著
作
権

者
の
許
可
を
得
て
お
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
か
。
そ
の
理
由
も
記
し
な
さ
い
（
こ
こ
で
、
某
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
利

用
の
手
引
き
を
配
布
）。
②
Ｃ
君
が
、
そ
の
漫
画
の
一
部
を
自
分
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
し
、「
続
き
が
読
み
た
い
人
は
、
一
部
二
〇
〇
円
で
販

売
し
ま
す
。」
と
掲
載
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
①
②
に
つ
い
て
（
択
一
式
）、
各
班
で
生
徒
が
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
を
交
え
て
議
論
し
た

後
（
約
一
〇
分
）、
二
つ
の
班
が
意
見
発
表
し
、
い
ず
れ
も
正
答
で
あ
っ
た
。
①
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
仲
間
・
家
族
内
だ
け
で
、
販

売
の
た
め
で
は
な
い
。」。
②
に
つ
い
て
は
、「
ブ
ロ
グ
に
の
せ
て
い
る
。
販
売
目
的
が
あ
る
。」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
（
こ
こ
で
、
司

会
進
行
役
か
ら
、
著
作
権
法
三
〇
条
の
「
私
的
利
用
の
た
め
の
複
製
」
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
先
に
配
布
さ
れ
た
某
県
の
手
引
き
を
参
照

し
て
補
足
説
明
も
な
さ
れ
た
。）（
一
〇
分
休
憩
）。

　

Ⅱ　

﹇
ケ
ー
ス
３
―
１
﹈は
、漫
画
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
保
管
し
き
れ
な
く
な
っ
た
Ｄ
君
が
、残
し
て
お
き
た
い
分
を
ス
キ
ャ

ン
し
電
子
デ
ー
タ
化
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
、

　

Ｑ
１
：
こ
の
場
合
、
ス
キ
ャ
ン
し
た
漫
画
の
著
作
権
者
は
誰
に
な
る
か
。
Ｄ
君
か
、
そ
の
漫
画
の
作
者
か
。
ま
た
、
Ｑ
２
：
こ
の
場

合
、
Ｄ
君
の
行
為
は
、
著
作
権
法
上
問
題
が
あ
る
か
。
そ
の
理
由
も
記
し
な
さ
い
。
Ｑ
１
・
Ｑ
２
（
択
一
式
）
に
つ
い
て
、
二
つ
の
班

か
ら
意
見
発
表
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
正
答
で
あ
っ
た
（
約
三
分
間
の
議
論
）。
Ｑ
２
の
理
由
に
つ
い
て
は
、「
Ｄ
君
の
私
的
利
用
で
の
複

製
と
思
い
ま
す
。」
と
の
回
答
が
あ
っ
た(

各
班
で
チ
ュ
ー
タ
ー
の
学
生
と
と
も
に
話
し
合
い
枠
内
に
記
入
（
約
五
分
））。

　

﹇
ケ
ー
ス
３
―
２
﹈
は
、
一
人
で
大
量
の
雑
誌
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
の
に
途
方
に
暮
れ
て
い
た
Ｄ
君
が
、
ス
キ
ャ
ン
の
代
行
を
ビ
ジ
ネ

ス
に
す
れ
ば
お
金
が
稼
げ
る
と
考
え
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
発
展
的
な
問
い
が
設
定
さ
れ
て
い
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る
。

　

Ｑ
３
：
①
著
作
権
者
側
か
ら
す
る
と
、
ス
キ
ャ
ン
代
行
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
も
つ
か(

賛
成
か
・
反
対
か)

。
そ
の
理
由
は

な
に
か
。
②
ス
キ
ャ
ン
代
行
の
利
用
者
側
は
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
も
つ
か(

賛
成
か
・
反
対
か)

。
そ
の
理
由
は
な
に
か(

各
班
で
約
一
〇

分
間
議
論)
。
①
に
つ
い
て(

択
一
式)

、
二
つ
の
班
か
ら
意
見
発
表
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
「
反
対
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
は
、「
収
入
が
な
く
な
る
。
出
版
社
の
収
入
が
な
く
な
る
。
許
可
な
く
自
分
の
著
作
物
が
増
殖
す
る
こ
と
は
納
得
が
い
か
な

い
。」「
許
可
な
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
気
分
が
よ
く
な
い
。」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
一
方
、
②
に
つ
い
て
は
（
択
一
式
）、
二
つ
の
班

で
回
答
が
分
か
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
賛
成
」
と
回
答
し
た
班
は
、「
代
行
し
て
も
ら
え
れ
ば
手
間
が
か
か
ら
な
い
。
個
人
の

利
用
の
範
囲
内
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
反
対
」
と
し
た
班
か
ら
は
、「
著
作
権
者
が
ス
キ
ャ
ン
代
行
業
者
を
訴

え
て
い
る
と
き
は
、
許
さ
れ
な
い
。」
と
の
意
見
発
表
が
な
さ
れ
た
（
こ
こ
で
「
予
想
外
の
意
見
で
す
ね
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
た
。）。

　

な
お
最
後
に
、
資
料
が
配
付
さ
れ
（
ス
キ
ャ
ン
事
業
に
対
す
る
著
作
権
者
側
の
意
見
・
利
用
者
側
の
意
見
）、
そ
の
他
の
問
い
に
つ
い
て

（
Ｑ
４
：
ス
キ
ャ
ン
代
行
に
つ
い
て
、
あ
な
た
自
身
は
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
ち
ま
し
た
か
（
著
作
権
者
側
の
意
見
に
近
い
・
ス
キ
ャ
ン
代
行
の

利
用
者
側
の
意
見
に
近
い
・
そ
の
他
）。
Ｑ
５
：
あ
な
た
は
、
こ
の
両
者
の
対
立
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
解
決
を
は
か
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

し
た
か
。
そ
の
理
由
も
記
し
な
さ
い
。）、
司
会
進
行
役
か
ら
解
説
が
あ
り
終
了
時
間
と
な
っ
た
。

四　

む
す
び

　

最
後
に
、
前
年
度
ま
で
と
比
較
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
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⑴　

平
成
二
五
年
度
・
出
前
授
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
出
前
授
業
に
お
い
て
は
、
一
枚
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
な
く
、「
個
人
用
」
と
「
班
用
」
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
用
意
さ
れ

た
。
ま
ず
、
個
人
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
お
い
て
、
事
例
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
（「
事
故
に
つ
な
が
る
行
動
」「
事
故
を
防

ぐ
行
動
」）
を
択
一
式
の
設
問
で
確
認
し
た
後
、
班
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
行
動
・
理
由
と
治
療
費
の
分
担
額
を
記
入

す
る
方
式
が
と
ら
れ
た
（
段
階
的
な
学
習
）（
な
お
、
選
択
肢
に
な
い
回
答
の
可
能
性
に
つ
い
て
若
干
の
議
論
が
事
前
打
合
会
で
見
ら
れ
た
。）。

教
材
そ
の
他
に
お
い
て
、
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
今
回
も
、
法
教
育
授
業
の
準
備
作
業
の
大
変
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

授
業
の
事
例
は
、
複
数
の
要
素
の
「
総
合
的
」
な
判
断
、「
規
範
的
」
な
評
価
が
求
め
ら
れ
る
事
案
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の

要
素
を
重
要
と
考
え
る
か
、
抽
出
し
た
複
数
の
要
素
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
に
よ
っ
て
結
論
が
異
な
る
（
各
班
か
ら
発
表
さ
れ

た
生
徒
達
の
意
見
に
は
「
多
用
性
」
が
見
ら
れ
た
（
個
人
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
を
超
え
る
回
答
も
）。）。
生
徒
達
は
、
責
任
を
「
根
拠
」
付

け
る
方
向
に
作
用
す
る
要
素
と
そ
れ
を
「
妨
げ
る
」
方
向
に
作
用
す
る
要
素
の
違
い
を
ど
の
程
度
認
識
し
て
結
論
を
導
い
た
の
だ
ろ
う

か
（
な
お
、
損
害
の
発
生
・
阻
止
に
「
直
接
的
」
に
作
用
す
る
要
素
も
あ
れ
ば
「
間
接
的
」
な
作
用
に
と
ど
ま
る
要
素
も
あ
り
複
雑
化
す
る
。）。

ま
た
、
生
徒
達
が
考
え
た
治
療
費
の
分
担
額
と
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
行
動
・
理
由
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

興
味
深
い
。

⑵　

第
九
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
前
年
度
と
同
様
に
、
教
材
の
原
案
は
、
専
門
家
と
学
生
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
事
前
の
検
討
会
・
説
明
会
に
お
い

て
、
原
案
の
検
討
・
修
正
等
が
試
み
ら
れ
、
授
業
進
行
・
配
布
資
料
の
内
容
・
各
班
で
の
議
論
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。

　

次
に
、
今
回
の
授
業
に
お
い
て
は
、
教
材
（
特
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
の
ス
リ
ム
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
中
高
生
が
そ
の
場
で
読
ん
で
理

解
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
時
間
配
分
が
よ
り
細
か
く
設
定
さ
れ
、
生
徒
の
意
見
発
表
も
二
班
ず
つ
順
次
行
う
試
み
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が
な
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
資
料
は
一
括
し
て
配
付
す
る
の
で
は
な
く
、
授
業
の
進
行
に
応
じ
て
配
布
し
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
と
い

う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
（
最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
（
授
業
進
行
役
・
チ
ュ
ー
タ
ー
の
説
明
の
分
か
り
や
す
さ
等
に
つ
い
て
））。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
授
業
に
お
い
て
は
、
生
徒
達
は
択
一
式
の
問
い
に
つ
い
て
は
全
て
正
答
で
あ
り
、
回
答
の
理
由
に
つ
い
て
も
ほ
と

ん
ど
違
い
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
従
来
と
の
違
い
）（
ど
の
よ
う
な
要
因
が
関
係
し
て
い
る
の
か
。
問
い
の
立
て
方
・
配
付
資
料
・
チ
ュ
ー
タ
ー

の
役
割
等
が
関
係
か
。）。
生
徒
達
は
、
身
近
な
事
例
と
コ
メ
ン
ト
等
を
通
じ
て
、
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
著
作
物
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
等
に
つ
い
て
、
か
な
り
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
手
で
触
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
（
無

体
物)

に
も
保
護
す
べ
き
「
利
益
」
が
あ
る
か
、
立
場
の
異
な
る
著
作
権
者
と
利
用
者
の
間
に
は
ど
の
よ
う
な
利
益
の
「
対
立
」
が
あ
る

か
等
に
つ
い
て
、
推
論
過
程
を
辿
っ
て
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
（
本
件
で
は
「
保
護
法
益
」
等
の
理
解
）。
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